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 大切にしたいこと   副校長 松島 智子  

平成３０年も最後のひと月となりました。月日の経つのは早いもので、２学期が始

まったのが、ついこの間のように感じられます。さて１２月は師走と呼ばれており、

由来については諸説ある中で、年末は「師」が忙しくて走り回るからという説が有力

です。「師」については「僧侶」「御師（おし：寺社で参詣者を世話する人）」「教

師」等を差しているようです。 

さて、皆さんは「事八日（ことようか）」「事始め（ことはじめ）」「事納め（こ

とおさめ）」という昔から続く風習をご存知でしょうか。「事八日」は旧暦の１２月

８日と２月８日のことです。１２月８日は新たに物事に着手するという意味から「事

始め」、２月８日は物事を終えるという意味から「事納め」と言われ、この２つをま

とめて「事八日」と言います。またその逆で２月８日を「事始め」、１２月８日を「事

納め」と言う場合もあります。これは、始める「事」が①新年に年神様（としがみさ

ま：毎年お正月に各家にやってくる方策や幸せをもたらす神様）を迎える「事」なの

か、②春になって、農作業を始める「事」なのかの違いです。①は新年に「年神様」

を迎えるための準備を始める場合１２月８日「事始め」で、お正月が終わり片づけも

全て終わらせるのが２月８日の「事納め」です。②はお正月が終わり、人々が日常生

活に戻り、農作業を始める場合２月８日が「事始め」で、１年の農作業を終わらせる

のが１２月８日の「事納め」です。また「事八日」の行事は２月８日と１２月８日の

両日かどちらか一方で行われます。「事八日」の日には「お事汁（おことじる）」と

言って、大根、人参、小豆（あずき）、こんにゃく、ごぼう、里芋など６種の野菜を

入れた味噌汁を食べ、無病息災を願います。また、疫病神（やくびょうがみ）や妖怪

などが来ないように、イワシの頭やニンニクを魔除けのために軒先に掲げる地域もあ

るそうです。 

先日「男鹿のナマハゲ（秋田）」、「宮古のパーントゥ

（沖縄）」等８件が「ユネスコ無形文化財遺産」に登録さ

れました。ナマハゲ」は大みそかの晩に「泣く子はいねが

～。親の言うことを聞かねぇ子はいねが～。」と言って、

お嫁さんが来た家や子供のいる家に入ってきます。形相は

恐ろしいですが、怠け心を戒める存在、または無病息災、五穀豊穣などをもたらして

くれる「来訪神」として大事にされてきました。このように昔からその地域に伝わる

習わしというものには、それぞれ意味があります。しかし、地域によってはこのよう

な習わしを伝承していくことが大変な時代になっているといいます。ＡＩ等の進歩に

より、世の中は確かに便利になってはいるけれど、先人たちが守ってきた慣習や風習

などに象徴される、人の心で感じとる部分には介入できないのではないでしょうか。 

さて、年末年始には、家族や親せきの方と過ごすという人も多いでしょう。せっか

くの機会ですからみんなで集まった際には、たくさんおしゃべりをして、文化や知識

など、学校では学べない多くのことを取り入れてほしいと思います。そして、ずっと

受け継がれてきた大切にしたいことを次の世代につないでいけることを願っています。 

港区立高松中学校 学校だより<第８号> 

平成３０年１２月５日 校長 釼持 利行 



11月2日（金）白金台幼稚園、11月9日（金）高輪幼稚園において、3年生による保育実習を 

行わせていただきました。普段は難しい顔をしている3年生もこの時ばかりは童心に返り、リラッ 

クスした雰囲気の中で、園児たちを相手に思い思いの遊びをしていました。学校から持って行った 

お手製の磁石入りのお魚のおもちゃで「魚釣りゲーム」をしたり、ままごとやカード遊び、本の 

読み聞かせなど、普段ではできない体験に生徒自身が癒された時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

保護者の方へ…「学校評価アンケート」を配布しました。１２月１２日（水）締切りです。三者面談の際にお持ち 

いただいても結構です。提出をどうぞよろしくお願いします。 

 

12 月１日（土）「命の大切さ学ぶ教室」に鷲尾洋子さんをお

招きしました。鷲尾さんは平成７年にご主人を交通事故で亡く

されました。相手は当時19歳のいねむり運転が原因で起こった

事故です。事故が起きた時、奥さんと息子さんは同乗していま

したが、命は助かりました。今回はそのつらい体験を話すこと

で命の尊さを私たちに説いていただきました。 

現在は全国被害者支援ネットワークで、電話による相談を 

受けています。様々な被害に遭われ 

た方達を救うために日々務められて 

います。「私たちは生かされている。 

この命をそして今を大切に。」との 

メッセージをいただきました。 

全校道徳 「命の大切さを学ぶ教室」 

◇一茶まつり全国小中学校生俳句大会                     

入選： ３年 ○○ ○○  

秀逸： １年 ○○ ○○    3年 ○○ ○○  

◇NPO法人ふるさと小中学生俳句プラザ俳句大会  

 ３年  ○○ ○○ （公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団賞）   

１年  ○○ ○○ （特別作品）    

◇税についての作文・標語 入賞 【作文】 《港区教育委員会賞》  ３年  ○○ ○○ 

                     《公益社団法人芝法人会 会長賞》 ３年  ○○ ○○○ 

                     《芝納税貯蓄組合連合会 会長賞》 ３年  ○○ ○○ 

【標語】 《港区教育委員会賞》  ３年  ○○ ○○ 

《公益社団法人芝法人会 会長賞》 ３年  ○○ ○ 

◇港区読書感想文コンクール  優秀：  １年  ○○ ○ 

                    ２年  ○○ ○○ 

                    ３年  ○○ ○○                                            

◇小・中学生の環境に関する自主研究 受賞  佳作：  １年  ○○ ○○         （敬省略）              

❀ 受賞者の皆さんの日頃の努力の成果が認められましたね。おめでとうございます。 

文化の秋！今年もたくさんの賞をいただきました 

 

２年生の職場体験を１１月１日（木）、２日（金）の両日 

実施いたしました。今年度は４７事業所にご協力いただき 

お世話になりました。利用する側から、運営する側になっ

てみて、初めてその苦労が理解できたのではないでしょう

か。２日間という短い時間の中に、たくさん学ぶことがあ

ったことでしょう。貴重な体験をさせていただいた事業所

の皆様に心から感謝申し上げます。 

2年生 職場体験 

3年生 家庭科の授業：保育実習 


